
更新や交換等に係る廃止措置計画変更について 

令和３年 12 月 9 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

１．はじめに 

東海再処理施設においては，廃止措置の完了まで長期間にわたって施設を維持する必要があ

り，今後，多くの設備・機器の更新や交換等が想定される。 

これらの更新や交換等に係る廃止措置計画変更認可申請を合理的に行うとの観点から，今後

の対応方針，運用方法について検討した。 

２．現状 

2.1 更新・交換等の許認可 

東海再処理施設の設備・機器の更新・交換については，「国立研究開発法人日本原子力研究

開発機構核燃料サイクル工学研究所（再処理施設）の廃止措置計画の認可の審査に関する考

え方」における施設の改造等についての記載を踏まえ，更新・交換の必要が生じた都度，個別

に廃止措置計画（設計及び工事の計画）の変更認可申請を行い，認可を受けた上で工事を実

施している。 

ただし，一部の設備・機器については今後の交換も含めて変更認可申請に記載することにより，

その後の交換が可能な状況としている。また，別紙 1 に示される部品交換等については廃止措

置計画及び再処理施設保安規定 第 115 条（廃止措置段階における運転及び保守管理に係る

計画）に基づき管理を行っている。 

2.2 更新・交換等の管理 

施設の管理については，保安規定第 183 条の 2（再処理施設の施設管理実施計画）に基づ

き，以下の事項等を「施設管理実施計画」に定めることとしており，設備・機器の更新・交換等に

あたっては，設計及び工事に関することとして本計画に記載し，実施している。 

・再処理施設の設計及び工事に関すること。

・再処理施設の工事及び点検等を実施する際に行う保安の確保のための措置に関すること。

「施設管理実施計画」に係る「再処理施設の工事の方法及び時期」は，再処理規則に基づく

定期事業者検査報告書（開始時及び終了時）の記載事項とされており，廃止措置計画の表 6-

3-1 及び表 6-3-2 に掲げる工事を行うことを記載し，原子力規制庁へ報告している。

３．今後想定される更新・交換等 

東海再処理施設の設備・機器は概ね表-1 のように分類される。このうち，原子力規制委員会設

置以降，設工認申請・廃止措置計画変更認可申請を行った更新・交換等は以下のとおりであり，

今後も同様の更新・交換等が想定される。 

・ユーティリティ系配管（冷却水，蒸気，真空，浄水，蒸気凝縮水，飲料水，非放射性排水）

・管理区域境界に設置された窓ガラス（全施設を対象に適宜交換する旨を記載）

・グローブボックスのパネル

・ポンプ（分離精製工場プール水処理系第２系統について適宜交換する旨を記載）

・排風機

・電動機（送風機，排風機，インセルクーラ）（セル系排風機等について適宜交換する旨を記載）

・制御盤

・放射線管理機器（廃液試料測定設備について適宜交換する旨を記載）

・その他（焙焼還元炉の伸縮継手，溶融炉，溶融炉の間接加熱装置，溶融炉の結合装置，ガラ

ス固化体吊具，焼却炉の温度計保護管，冷水設備等）

【資料２】 
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４．今後の対応方針案 

設計及び工事の計画の主要な記載事項として，設計条件及び仕様，工事の方法（工事の手順，

試験・検査項目，検査方法，工事上の安全対策等）がある。更新・交換を行う機器・設備の設計条

件及び仕様が同等以上であり，工事の方法の妥当性が実績等により確認されている場合，事業

者側が保安規定等に基づく管理（別紙 2 参照）を確実に行うことにより，性能維持施設や重要な

安全機能に該当するもの，耐震性等を考慮すべきものも含め，設計及び工事の品質は確保でき

ると考えられる。 

このため，これらの設備・機器の更新・交換等をリスト化し，更新・交換等の方針を付記したもの

を廃止措置計画等に追加し，以降，保安規定等に基づく管理のもとで更新・交換等を行うことによ

り，許認可の合理化を図ることとしたい。リストに記載する更新・交換等について仕様の変更及び

過去の更新・交換を行うための許認可の有無等の類型を以下に示す。また，具体例を別紙 3 に

示す。 

①既設と同等以上の仕様の設備・機器への更新・交換で，過去に更新・交換の許認可を行った

もの 

当該更新・交換については，既往の許認可と同様の方法の工事，検査を行うことにより，工

事の品質を確保する。 

例（交換）：送排風機（本体，電動機），ポンプ，ユーティリティ配管等の一部 

 

②既設と同等以上の仕様の設備・機器への更新・交換で，過去に類似する機器・設備の更新・

交換の許認可を行ったもの 

当該更新・交換については，類似の既往の許認可を参照し，同様の方法の工事，検査を行う

ことにより，工事の品質を確保する。 

例（同型品への交換）：上記以外の送排風機（本体，電動機），ポンプ，ユーティリティ配管等 

 

③許認可に記載している材料・寸法等の諸元に変更はあるが，過去に更新・交換の許認可を行

ったものまたは類似する機器・設備の更新・交換の許認可を行ったもの 

当該更新・交換については諸元の変更に伴う耐震性等の評価を行った上で，適切な既往の

許認可を参照し，同様の方法の工事，検査を行うことにより，設計及び工事の品質を確保する。 

例 1（高経年化対応等のため，許認可に記載された材料を変更して更新）：ユーティリティ配管等 

例 2（製造終了等により，許認可に記載された寸法等を変更）：送排風機（本体，電動機），制御盤， 

電源盤等 

 

④既設と同等以上の仕様の設備・機器への更新・交換・補修で，一般的に確立された方法で行

うもの 

当該更新・交換・補修については，一般的に確立された方法の工事，検査を行うことにより，

工事の品質を確保する。 

例：ユーティリティ配管，ダクト等（当て板による補修等） 

 

今後も想定される設備・機器の交換，補修等の具体化・整理，基本方針やリストに記載する設

備・機器，具体的な記載内容・記載する場所（基本方針は廃止措置計画，リスト等の詳細につい

ては保安規定等）等について検討を継続する。 

 

以上 
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表-1 設備・機器の分類 

動的機器 静的機器 

せん断機 濃縮ウラン溶解槽 

抽出器 ウラン脱硝塔 

ポンプ 焙焼還元炉 

送排風機 溶融炉 

空気圧縮機 ライニング型貯槽 

ディーゼル発電機 槽類 

ボイラ 塔類 

冷却塔 蒸発缶 

冷凍機 デミスタ類 

インセルクーラー フィルタ，ろ過器 

移送装置 送液装置 

クレーン ドリップトレイ，ライニング 

バルブ グローブボックス，サンプリングベンチ 

その他 フード 

 熱交換器 

 配管 

 ダクト 

 制御盤，電源盤 

 直流電源装置 

 無停電電源装置 

 放射線管理機器 

 計装 

 遮へい建具 

 その他 
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～3日 ～10日 ～17日 ～24日 ～28日 ～7日 ～14日 ～21日 ～28日 ～4日 ～10日 ～18日 ～25日

津波による
損傷の防止

事故対処

内部火災

溢水

その他
/工事進捗

LWTFの計画変更
セメント固化設備及び
硝酸根分解設備の設置

〇LWTF運転に向けたスケジュール

○実証規模プラント試験の試験計
画について
〇LWTFに係る安全対策の基本方針
について

令和3年12月9日
再処理廃止措置技術開発センター

東海再処理施設の安全対策等に係る面談スケジュール(案)

令和4年令和3年

当面の工程の見直しについて

12月 1月 2月

廃止措置計画変更認可申請に係る事項

○HAW及びTVF溢水対策工事

安
全
対
策

保安規定変更

○安全対策工事の進捗

○TVF浸水防止扉の耐震補強

○事故対処設備の保管場所
の整備

○PCDF斜面補強

〇代替措置の有効性
○HAW及びTVF内部火災対策
工事

面談項目
(下線:次回変更審査案件)

▽:面談 ◇:監視チーム会合

ガラス固化処理の進捗状況

○TVF保管能力増強に係る
一部補正

〇その他の設工認・報告事項
その他

工程洗浄

廃止措置の状況

設備更新・補修等の考え方について

進捗状況は適宜報告

必要に応じて適宜説明

▽9

◆2

◆2

◆2

◆2

◆2

◆2

▽9

▽9

▽17

必要に応じて適宜説明

▽13 ▽27
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